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１．区長挨拶                       「新年奉納神楽：真萱天神社」

新年を迎え、皆様ご健勝の事とお喜び申し上げます。      

昨年は、東日本大震災、原子力災害など人間の思い上がり

を戒める出来ごとが多かった様な気がします。又、「人と人

との絆」「地域の絆」の大切さを感じる年でもありました。

松岡に目をむけると、世帯数が１８００世帯を超え、公園

通りなど新興団地が９００世帯と半数を占め、松岡もいろん

な面で変化を感じるようになりました。

真萱は皆様の協力により、秋の大祭をはじめ校区行事でも、

比較的に参加者が多い感じで心強く感じています。

今年は、「住民同士の良好な人間関係を築く」ことと、「何でも意見を出し合える環境」をつく

っていきたいと考えています。そのための情報発信をして行きますので協力をお願いします。

２．自治会運営方針策定の提案について

真萱自治会では、皆さんの意見を聞きながら、自治会の運営方針を策定していきたいと考えて

います。今後、役員会で検討し住民共有の認識とするため総会に諮りますが、現段階では次の様

に考えています。

運営方針策定の背景

真萱自治会は、これまで慣習や前例を参考に運営をしてきましたが、時代に合った自治会にし

ていくには、自治会が何をすべきかを考え、皆さんが同じ方向を向き、力を合わせる事が重要と

思い、自治会の運営方針を策定したいと考えました。

又、方針に従った活動を継続する事により、関係者の自治意識が醸成され、「真萱自治会の目指

すべき地域づくり」の方向が定まり、結果として自治会が良好な地域社会の形成に寄与出来ると

考えました。

自治会の目指すべき目標

自治会は「自分たちの地域は、自分たちでより良い地域としていくこと」を目指して、住民自身

が活動費を負担して結成した組織です。

自治会に求められる役割は「①懸案事項の解決」と「②良好な人間関係による地域社会の構築」

ですが、地域の絆が薄くなっていく時代にあたり、今後は特に②の良好な人間関係による地域社

会の構築への取り組みが重要になってくると思われます。

そのためには、住民の団結と信頼関係が大前提となるため、「自治会活動を通じ住民同士の良好な

人間関係を築く」ことを、自治会の目指すべき目標にしたいと考えています。

目標達成のための方策

自治会が住民の意向に添い、所期の目的を達成するには、以下の事が求められます。

「自治会執行部の在り方」

①地区の現状や自治会の取り組み方針を住民が共有するために、区報などの情報伝達に工夫を

こらし、情報はオープンにしていく。

②地区の行事等は、計画段階から多くの人の意見が反映される仕組みづくりを考える。

③住民から出された要望に対しては、解決に向けスピード感を持って確実に対応する。



「住民に期待すること」

①今「気になっている事、思っている事」を積極的に発信し、地域のあり方に関心を持って欲

しい。

②世代間を問わず、気軽に声かけ出来るような、良好な人間関係をつくって団結して欲しい。

③地区行事等は、住民同士が顔見知りになる絶好のチャンスです。顔見せだけでもして欲しい。

３．行事報告［詳細はインターネットのホームページ「まかや（検索）」に記載しています］

ミニバレーボール

（１１月２０日）

真和会、婦人部を中心に２０名参加、真萱は１勝１敗（昨年０勝２敗）

で１０チーム中４位（敢闘賞）でした。１位は昨年に続き公園通り選抜、

２位は京が丘、３位は毛井でした。

天神様霜月祭

（１１月２５日）

１１時から神事（２１名参拝）を行い、その後直会を公民館で行いました

（賄いは芝尾･井頭班）。

新年神楽奉納

（１月１日）

０時から真萱天満社で松岡神楽の皆さんによる神楽奉納がありました。

又、真舞会（太鼓保存会）の皆さんも太鼓と笛で新年を祝いました。

４．真萱事業の進捗状況

向原道路整備 とりい保育園近傍の拡幅（法面の石積み化）が終了しました。残り区間

は来年度以降整備される予定です。

芝尾農道整備 工藤賢一氏宅入口～シルバー資材センター間の今年度整備区間１００ｍが

終了しました。残り区間は来年度以降整備される予定です。

片峰地区下水道整

備

ＪＡガソリンスタンド～平山邸～高尾邸間を１月から着工します。来年度

は片峰３班地区の予定です。

５．真萱防災会からのお知らせ

西日本の太平洋沖で発生すると予測されている巨大地震について、内閣府の検討会が中間報告

を公表しました。

東海地方から宮崎県日向灘間の１１万平方キロが震源域となり、マグニチュード９、０と想定

されています（東北地方太平洋沖地震は１０万平方キロ、マグニチュード９、０でした）。

同検討会は来春までに震度分布や津波高さを推計して公表する予定ですが、従来の想定を遥か

に超える規模となりそうです。関心を持って対応を考えましょう。

６．今後の行事予定

１

月

１５日（日）８時～ 校区グランドゴルフ（松小グラウンド）

１５日（日）１９時～ 役員会（区総会、防災訓練他審議）

２２日（日）８時～ 真萱班公民館掃除（班会議）

２

月

１１日（土、建国記念日） 校区ボーリング大会（明野ボウル）

２６日（日）８時～ 向原班公民館掃除（班会議）

３

月

１０日（土）１０時～ 金毘羅様祭（当番は尾崎地区）

２５日（日）８時～ 片峰１班公民館掃除（班会議）

２５日（日）１３時～ 区総会、防災訓練（避難訓練）

※ 物故者（１１月～１２月）謹んでご冥福を祈ります。  野田角丸（１２月、向原）


